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B20 　　　陰部神経小体の 発生他 の 皮膚感覚受容体の 発

生と の 比較

椎野瑞穂、小田哲子、角田幸子 、 楊俊麗 、 アフ ラズウル ク

レイ シ、高柳雅朗、岸清 ・東邦大学医学部第一解剖学教室

1．目的 ： 本研究は、ラ ッ ト陰茎亀頭の 陰部神経小体の発生

を定量的に検索 し 、 他の皮膚感覚小体の 発生過程とを比較

する こ とを目的とした。

H ．対象ならびに方法 ： 生後 1、3、5、10、40 週の雄ラ ッ ト

の 陰茎亀頭の 真皮に おける 陰部神経小体を抗 PGP9 ．5 抗体

抗 CGRP 抗体、抗 SP 抗体、抗 VIP 抗体、抗 NPY 抗体を用

い た免疫組織化学的染色で検索 した 。 また 、電子顕微鏡に

よ り該小体 を同定 した 。

皿．結果 ： 陰部神経小体は PGP9 ．5、　 CGRP 、　SP 免疫陽性神

経線維の コ イル状または糸球状の塊の 形態像を呈 し、主 に

陰茎亀頭の真皮乳頭内に認めた。 VIP 、　 NPY 陽性神経線維

は該小体中に認められなかっ た。 陰部神経 小体の微細構造

は先人の報告 と一致 した。陰部神経小体の 出現頻度につ い

て、真皮の 直下に ある陰茎海綿体被膜の 長さ 10mm 当た り

の 該 1J丶体 の 個数を検索 し た。生後 1週で は 0 個、 3 週で は

4．2±2．6個 （平均±SD ）、5週で は 8．1±4．2個で あっ た。生後

10週では 24．4±5．4個であり、5 週の 小体数より有意に増加

した （p 〈 0．05）。 生後 40 週で は、30．1止4．5個で あり、 5週

の個数よ り有意に増加 した （pく 0，05）。陰部神経小体の 大 き

さは 、 生後 3 週から 40 週ま で増大傾向を示した。

IV．考察 ： ラ ッ ト陰茎亀頭の 陰部神経小体の 出現頻度は、生

後 3 週に始 まり、5週 まで は漸増傾向を しめ した。しか し、

生後 5週か ら性成熟期にあたる 10週の間に約 3倍に急増し

た。こ の 発生時期は、ヒ トの 陰部神経小体の 発生時期に つ

い て定性的に解析した報告 （Ohmori ，
1936）とほぼ一致す る。

しか し、他 の皮膚 の感覚受容体の発生時期 と は異なる 。 す

なわち 、 ラ ッ トの Merkel 細胞は、胎生 16 日から発生し、

生後 3・4 週で最も数が多くな り、そ の後は減少す る。ラ ッ ト

の Meissner 小体は 、 生後に発生が始ま り、3・4 週間で 成熟

形 に なる。ラ ッ トの Vater・Pacini小体は、 胎生期に発生 し、

生後 3・4 週で 成熟形にな る とい う先人の報告で ある 。 陰部神

経小体は主に性成熟に発生する とい う本所見は、そ の機能

を考 え る 上 で注目 に値す る。

V ．結論 ： ラ ッ ト陰茎亀頭 の真皮内における陰部神経小体の

発生を PGP9 ．5 な どの免疫組織化学法で検索した。該小体

の 出現頻度は、出生後 3週に始 まり、5週か ら 10週 の間に

有意 に増加 し、40 週ま で 増加傾 向を示 した。
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［目的］MMP −t，2，3，7，＆9，13は軟骨プロ テオグリカ ン（アグリカン）の Am 璽 
襯

ボ ン ド（MMP 血3）を好ん で 切断し、　ADAMrs4 （ア グリカナ
ー廿 Dは auM −Alap4ボ

ン ド（aggrecamase曲 ）を特異的に切断するこ とが知られて い る。これらの メ タロ プロ

テア
ー

ゼはい ずれ も脳で発現するこ とが知られてい ることから、脳恃異的なプロ テ

オグ リカンであるブレビカン 対する MMP とア グリカナ
ー
ゼー1 の 分解活性を検討 し

鵡

［対象ならびに方法］ブレビカ ンをMMP −1，Z3，7，9，10，　Mrl −MMP ，　MBMMP お

よび アグ リカ ナ
ービ1 と酵素 ：基質＝130 で 、37℃、an 時間インキュ ベ ートし、分

解産物を SD3PAGE にて観察しt：。 さらに、その分解産物の N 末端ア ミノ酸シ
ー

ク エ ンス 解析により切断部位を同定した。

［結果］8種類の MMP の うちMMP 一且，　Z　3，7，10はブ レビカ ン分解活性を有し、よ

く似た分解産物が観察された。これらの うち MMP −7 は最も強い分解活性を示した。

MMP はブレビカンの cenuaL　oonhonpb 　ours　darratiを複数の箇所で分解 したが

AlaveAeM ］
ボン ドを共通して切断した。また、これらの MMP はい ずれ も分子量 51

kDa の ブレ ビカ ン N 末端フ ラグ メ ン トを形成した。、
一
方、ア グ リカ ナ

ーV −1 は

atrtnSer＄e ボ ン ドで分解し、こ れ以外の 有意な切断部位は認め られなか っ た。

MMP −9，Mt −MMP およびMBMMP にはブレビ カン 分解活性はみられな かっ た 。

［考察］MMP ・1．　Z　3．7．10およびアグリカナーゼー1の 切断部位は、ブレビカ ンの

cemualrxx ト  rm 麟 dD    に集中してお り、アグリカ ン と同様、　MMP 蜘 （A   煙

躡 ♂
1
ボン ド）と aggrecmaseSie （GhalELSermoボ ン ド〉の 存在が示唆された。また、　MMP

はブ レビカン を複数箇所で切断するの に対し、アグリカナ
ー
ゼL1 は 1 ケ所での み切

断し、その 作用は限定的であると考えられた 。 MMP とアグリカナーゼー1 は ヒ ト脳

腫瘍 で発現 されてお り、これ ら酵素によるブ レ ビカ ンの 分解は月遡重瘍嘱 閏に重要

と推定されゐ 。

［結論］MMP −1，Z3，7，　10お よびアグリカ ナ
ーE ・1は ブ レビカン をそれぞれMMP 血

と aggocmase 血 で 分解し、正常あるい は病的状態における ブ レビカ ン代謝に重要

な役割を果たす可能勵 赤唆された 。
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